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論 文 審 査 要 旨 
 
シェーグレン症候群(SS)は涙腺, 唾液腺におけるリンパ球浸潤により外分泌腺が破壊さ









54例の SS患者中、The General Health Questionnaire (GHQ)30スコアで 7以上を示し
神経症傾向と判断された 36例の SS患者について、投与開始前および投与開始後 3か月毎
に 13か月までの唾液分泌量自覚症状スコア、GHQスコアを測定した結果、GHQ30スコアと
唾液分泌増加量、自覚症状改善率に相関はみられなかった。 しかし、これらの神経症傾向
の患者中、セビメリン塩酸塩水和物の投与で唾液分泌量が 10分間で 4ｍL以上みられた 7
症例については、投与開始前後の GHQ30スコア改善率と唾液増加量との間に有意な正の相
関がみられた（R=0.702, P=0.036）ことを明らかとしている。これらの結果を踏まえ，著
者らは神経症傾向の認められる一部の SS患者では、唾液分泌量促進薬の投与により、唾液
分泌量を増加させ、精神的健康が改善できる可能性を示唆する新しい知見を示した。 
 
上記の研究報告をもとに本審査会は、申請者に対し本研究の意義、研究方法、研究結果
の解釈について詳細に説明を求めた。特に神経症傾向の認められた 7例の SS患者で、セビ
メリン塩酸塩水和物投与による唾液量増加と精神症状改善率に相関が認められたことは、
特記すべき事項として評価できるとしたうえで、SS 患者全体として相関が認められなかっ
た理由として、例数が少ないためのβエラーの可能性について言及した。また、唾液量の
経時的増加量と神経症状の改善率との時間的経過（前後関係）が示されれば、唾液量増加
と精神症状改善との因果関係がより強く示せるのではないかとの指摘を受けた。 
これらの質問項目に対し、申請者からは的確な回答がなされた。最後に、本研究結果は、
神経症傾向の認められるSS患者への唾液分泌量促進薬投与の有用性について新知見を示し、
ひいてはSS患者の診療ガイドライン作成にも繋がる可能性のある研究であることが説明さ
れた。 
以上の結果、本研究が今後の歯科臨床の発展に貢献するものと判断し、本審査委員会は
申請者が博士（歯学）の学位に十分値するものと認めた。 
